
人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報

復興へのご支援に心から感謝します

２０１4
№ 572

11

　10 月 19 日に開催された村駅伝大会。奥に望む
のは防潮堤を兼ねる新しい県道の工事が進む明戸
海岸。田野畑体育会Ａチームのアンカー小野順市
さん（42）＝菅窪 = は、チームでつないだ「たすき」
を掛けトップで駆け抜けた（関連記事５ページ）

主
な
内
容

● 村総合防災訓練  �������� ２㌻
● 平成26年度上半期財政状況について ６㌻
● 村復興祈念祭ファイナル ���� ８㌻
● 議会だより ���������� 20㌻

復興進む明戸海岸をランナーが駆ける
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平成 26 年度 田野畑村総合防災訓練

頻発する災害に
　　　日ごろから備えを

　９月28日、田野畑中学校を主会場に、村総合防災訓練を開催しました。
参加したのは小中学生や村民、消防関係者など 743 人。地震発生伝達で
始まった訓練は、津波避難、初期消火、ヘリポート開設など 38 項目に
わたり、有事に対する行動や備えの大切さを確認し合いました。　

【写真】村女性消防協力隊の初期消火訓練。初期消火で大切な財産を守ります

大
地
震
と
山
林
火
災
を
想
定

　
こ
の
日
の
訓
練
は
︑
午
前
８
時
の
強

い
地
震
の
発
生
を
伝
え
る
防
災
無
線
の

サ
イ
レ
ン
で
始
ま
り
ま
し
た
︒

　
訓
練
は
︑
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る

震
度
６
弱
の
大
地
震
に
よ
り
村
内
で
家

屋
の
倒
壊
や
停
電
︑火
災
な
ど
が
発
生
︒

ま
た
倒
壊
建
物
か
ら
出
火
し
た
火
は
山

林
に
延
焼
し
︑
強
風
に
あ
お
ら
れ
た
こ

と
で
山
林
火
災
が
大
規
模
化
す
る

－

と

い
う
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
︒

　
津
波
避
難
訓
練
で
は
︑
沿
岸
部
住
民

に
防
災
無
線
で
避
難
指
示
が
出
さ
れ
︑

消
防
団
員
が
津
波
に
備
え
て
水
ひ
門
を

閉
鎖
し
︑
消
防
車
で
避
難
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
︒
住
民
の
入
居
が
始
ま
っ
て
初

め
て
の
総
合
防
災
訓
練
を
迎
え
た
羅
賀

東
団
地
で
も
10
人
の
住
民
が
避
難
す
る

な
ど
沿
岸
部
で
２
３
２
人
が
避
難
し
ま

し
た
︒

県
防
災
ヘ
リ
も
消
火
に
参
加

　　
火
災
防
御
訓
練
で
は
︑
上
空
偵
察
中

の
県
防
災
ヘ
リ
が
田
野
畑
中
学
校
西

側
で
林
野
火
災
を
発
見
し
︑
タ
ン
ク

補
水
に
よ
り
空
中
か
ら
消
火
す
る
訓

練
を
実
施
︒
地
上
か
ら
も
消
防
団
員

が
巡
回
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
︒

　
主
会
場
の
田
野
畑
中
学
校
で
は
︑

搬
送
さ
れ
て
き
た
負
傷
者
の
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
や
赤
十
字
奉
仕
団
な
ど

に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
︑
関
係

機
関
が
多
数
参
加
し
38
項
目
に
及
ぶ

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒

小
中
学
生
に
も
防
災
教
育

　　
今
回
の
訓
練
に
は
︑
村
内
の
小
中

学
生
２
５
０
人
も
参
加
︒
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
に
よ
る
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
﹁
１
７
１
﹂
の
運
用
体
験
や
三
陸

国
道
事
務
所
に
よ
る
衛
星
小
型
画
像

伝
送
装
置
の
紹
介
な
ど
を
受
け
ま
し

た
︒
ま
た
防
災
学
習
と
し
て
︑
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
伝
え
て
い
く
た

め
︑
津
波
体
験
者
の
講
話
を
受
講
し

ま
し
た
︒

あなたの無事を家族に伝える
　　家族の無事があなたに伝わる

　　　  災害伝言ダイヤル171
災害用伝言ダイヤル操作方法

発信音「ツー」の確認し、「１７１」をダイヤル

こちらは伝言ダイヤルセンターです。録音される方は「１」
を再生される方は「２」をダイヤルしてください。

被災地の方はご自宅の電話番号、または連絡を取りたい方の電話番号を
市外局番からダイヤルしてください。
被災地以外の方は、連絡を取りたい被災地の方の電話番号を市外局番か
らダイヤルしてください。

【例】0194- ◎◎ - ●○▲◎

電話番号 0194- ◎◎ - ●○▲◎の伝言を録音します。
   プッシュ式の電話をご利用の方は数字の「１」の後に「♯」
   を押してください。ダイヤル式の方はそのままお待ちく
   ださい。
   なお、電話番号が誤りの場合はもう一度お掛け直しくだ  
 さい。

伝言をお預かりします。「ピッ」という音の後に 30 秒  
   以内でお話しください。
   お話が終わりましたら数字の「９」の後「♯」を押して

ください。

「ピッ」音の確認

【例】「○○です。みんな無事です。△▲へ避難してい
ます�」

「９」＋「♯」

伝言を繰り返します。訂正をされる時は数字の「８」
   の後に「♯」を押してください。
「○○です。みんな無事です。△▲へ避難しています�」

伝言をお預かりしました。

録音する人は
　　「１」をダイヤル

「１」＋「♯」

【例】0194- ◎◎ - ●○▲◎

電話番号 0194- ◎◎ - ●○▲◎の伝言をお伝えします。
   プッシュ式の電話をご利用の方は数字の「１」の後に「♯」   
   を押してください。ダイヤル式の方はそのままお待ちく
   ださい。
   なお、電話番号が誤りの場合はもう一度お掛け直しくだ 
 さい。

新しい伝言からお伝えします。
   伝言を繰り返す時は数字の「８」の後「♯」を、次の伝
   言 に移る時数字の「９」の後「♯」を押してください。

【例】「○○です。みんな無事です。△▲へ避難しています�」
   この伝言は○○日、午前○○時○○分にお預かりしまし

 た。次の伝言をお伝えします。

「９」＋「♯」

【例】「▲□です。△▲へ移動しています�」
   この伝言は△△日、午前△△時△△分にお預かりしまし
   た。お伝えする伝言は以上です。
   伝言を追加して録音されるときは「３」の後「♯」を押 
 してください。

「１」＋「♯」

再生する人は
　　「２」をダイヤル

終了　受話器を置いてください

　災害時は、全国から被災地への電話がつながりにくくなります。「災害用伝言ダイヤル 171」
は、被災住民の安否を伝える声の伝言板。もしもの時のためにぜひ覚えておきましょう

　
村
消
防
団
で
は
︑
村
機
能
別
消
防
団

に
５
人
を
再
任
︑
村
女
性
消
防
協
力
隊

に
３
人
が
入
隊
し
ま
し
た
︒

　
機
能
別
消
防
団
は
︑
消
火
活
動
な
ど

を
行
う
消
防
団
と
は
異
な
り
︑
長
年
培

っ
て
き
た
専
門
的
な
知
識
や
技
能
に
応

じ
て
︑
特
定
の
活
動
で
消
防
団
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
で
す
︒

　
ま
た
︑
女
性
消
防
協
力
隊
は
︑
火
災

予
防
の
普
及
活
動
を
担
う
ほ
か
︑
災
害

発
生
時
に
は
消
防
団
に
協
力
し
消
防
団

活
動
を
支
え
ま
す
︒

　
村
の
機
能
別
消
防
団
と
女
性
消
防
協

力
隊
で
は
︑
新
規
隊
員
を
募
集
中
︒
皆

さ
ん
も
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

◆
村
機
能
別
消
防
団
（
９
月
１
日
付
、

　

敬
称
略
）

　
熊
谷
源
一
︑
佐
々
木
哲
夫
︑
嘉
藤
正

　
義
︑
熊
谷
三
平
︑
相
模
義
光
︵
以
上
︑

　
第
３
分
団
管
轄
︶

◆
女
性
消
防
協
力
隊
（
10
月
１
日
付
、

　

敬
称
略
）

　
深
渡
美
智
子
︵
１
班
︶︑
佐
藤
春
美
︑

　
畠
山
エ
リ
カ(

以
上
４
班
︶

真剣な表情で説明を受ける小学生。ガイダ
ンスに従えば誰でも簡単に伝言を残せます

安心・安全の村づくりに女性の協
力と消防団ＯＢの活躍は不可欠

田野畑中学校に設置した災害
対策本部でも本番さながらの
訓練が行われた

事故車両に閉じ込められた負傷
者を救助する訓練では分署員の
手際の良い作業が見られた

い いな

ガイダンス ガイダンス

ガイダンス ガイダンス

ガイダンスなど

伝言の登録

ガイダンスなど

伝言の再生

ガイダンス

ガイダンス

女
性
消
防
協
力
隊
員
な
ど
を
任
命

※災害用伝言ダイヤルは、大規模な災害が発生した場合に提供が開始されます。平常時は利用できません。
※体験利用できるのは、毎月１日と15日、正月三が日、防災週間（８月30日～９月５日）、防災とボランティア週間（１月15日～21日）です。
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■第43回村駅伝競走大会記録一覧（敬称略）
順
位 チーム名 第１区 第２区 第３区 第４区 第５区

順位 3.4㌔ 順位 4.7㌔ 順位 3.1㌔ 順位 2.3㌔ 順位 5.6㌔

１
田野畑体育会Ａ

1時間09分53秒
１

熊谷　諒
13分15秒

１
町平　柊斗

15分24秒
２

畠山　勝男
12分31秒

２
畠山　玄

8分12秒
１

小野　順市
20分31秒

２
羅賀体育会

1時間11分21秒
２

晴山　海
13分28秒

２
山崎　雄大

15分46秒
１

中村　修
11分53秒

３
熊谷　百花

8分16秒
４

川畑　勝也
21分58秒

３
沼袋体育会

1時間12分19秒
３

熊谷　弘徳
13分47秒

３
佐々木　潤

15分51秒
３

金子　三知明
12分44秒

１
吉塚　壮太

8分01秒
３

吉塚　雄志
21分56秒

４
マーメイド切牛

1時間16分52秒
５

熊谷　学大
14分30秒

４
熊谷　広地

18分17秒
４

千葉　朝日
12分58秒

６
熊谷　和宏

9分37秒
２

中田　和利
21分30秒

５
平井賀ボトラーズ

1時間23分34秒
７

熊谷　航大
15分29秒

６
中嶋　亮三

18分55秒
５

中村　和洋
14分36秒

５
川畑　慧人

9分08秒
６

畠山　明
25分26秒

６
沼袋ワンガラーズ

1時間26分07秒
８

熊谷　信一
16分18秒

５
佐々木　優育

18分19秒
７

菊池　晴香
16分34秒

８
中島　光輝

11分06秒
５

吉塚　公太郎
23分50秒

７
島越走友会

1時間31分07秒
４

上大澤　良光
14分17秒

８
高橋　和美

21分14秒
６

和田　圭一
16分21秒

４
工藤　鈴斗

8分27秒
７

八角　達成
30分48秒

８
はまなすＲＣ

1時間41分51秒
６

和山　宗博
14分41秒

７
佐々木　賢司

20分21秒
８

千葉　松男
18分19秒

９
小野寺　保夫

13分45秒
９

牧原　亨
34分45秒

ー
田野畑体育会Ｂ

９
町平　暁

16分54秒
ー 棄権 ー 棄権 ７

佐々木　涼羽
11分04秒

８
佐々木　栄春

34分16秒

第 43 回 田野畑村駅伝競走大会

 沿道の温かい声援に感謝

■優勝チーム選手インタビュー

１区　熊谷 諒さん
　ほとんど練習できないまま本番を迎えまし
　たが１位でたすきをつなぐことができたので
　満足しています

２区　町平 柊斗さん
　岩泉高校で陸上部に所属していますが、坂
　道がきつかったです。１位でたすきをつな
　げてホッとしました（笑）

３区　畠山 勝男さん
順位をひとつ落として悔しい思いをしまし
たが、４区の中学生の逆転を信じてたすき
をつなぎました。来年も頑張りたいです

４区　畠山 玄さん
　２位でたすきを受けましたが、必ず追い越
　せると信じて頑張りました。負けたくなかっ
　たので逆転できて良かったです

５区　小野 順市さん
　４区の中学生２人が並んで５区に来たので
　負けられないプレッシャーを感じて走りま
　した。終始自分のペースで走れたのが勝利
　につながりました

田野畑体育会Ａ、Ｂチーム。２組の親子が走ったのが印
象的でした。左上から時計回り。町平暁（Ｂ）、熊谷諒（Ａ）、
佐々木栄春（Ｂ）、畠山玄（Ａ）、畠山輝男（監督）、佐々
木涼羽（Ｂ）、畠山勝男（Ａ）、町平柊斗（Ａ）、小野順市（Ａ）

（敬称略、かっこ内はチーム名など）

田野畑駅前からの4区。羅賀体育会は中村さんから中学生の熊谷さんへたすきをつなぎました

　
第
43
回
村
駅
伝
競
走
大
会
︵
村
体
育
協

会
主
催
︶
が
10
月
19
日
︑
旧
浜
岩
泉
児
童

館
付
近
か
ら
明
戸
地
区
ま
で
の
５
区
間

19
・
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
︑
９

チ
ー
ム
が
参
加
し
︑
た
す
き
を
つ
な
ぐ
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
︒

　
こ
と
し
か
ら
第
４
区
に
は
中
学
生
の
参

加
が
認
め
ら
れ
︑
７
人
の
中
学
生
が
参

加
︒
中
継
地
点
の
田
野
畑
駅
や
走
路
の
羅

賀
集
落
で
は
多
く
の
住
民
が
沿
道
に
駆
け

付
け
︑
中
学
生
の
力
走
に
温
か
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
︒

　
優
勝
は
田
野
畑
体
育
会
Ａ
︒
１
区
の
熊

谷
さ
ん
が
区
間
賞
の
走
り
で
ト
ッ
プ
に
立

つ
と
︑
２
区
５
区
で
も
区
間
賞
︒
２
年
連

続
７
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
︒
走
り

終
え
た
選
手
た
ち
は
︑
仲
間
の
健
闘
を
た

た
え
合
い
ま
し
た
︒

指定区分
土砂災害警戒区域

（イエローゾーン）
土砂災害特別警戒区域

（レットゾーン）
土砂災害の恐れがある区域 生命・身体に大きな危害が生じる恐れのある区域

規制要件

■避難する際に必要な連絡体制や 
　ハザードマップを整備していき
　ます。
■土地や建物の売買の際には、指
　定されていることの説明が義務
　付けられます。

■宅地分譲や老人ホーム・福祉施設・学校・病院
　などを建てる開発行為は知事の許可が必要です。
■住宅を新築や増改築するときは、土砂の力に耐
　えられるような構造にする必要があります。
■建物の所有者などに対して、安全な場所に移る
　よう知事が移転勧告する場合があります。

　
岩
手
県
で
は
︑
県
民
の
生
命
を
守
る
た

め
に
︑
が
け
崩
れ
や
土
石
流
が
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
基
礎
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
︒
ま
た
基
礎
調
査
の
結
果
を
住
民

の
皆
さ
ん
に
説
明
し
︑
危
険
な
箇
所
は
︑

市
町
村
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
土
砂
災

害
警
戒
区
域
と
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

に
指
定
し
て
い
ま
す
︵
下
表
を
参
照
︶︒

　
県
と
村
は
︑
明
戸
地
区
と
巣
合
地
区
︑

尾
肝
要
地
区
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
︑
住

民
や
地
権
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
開

催
し
︑
基
礎
調
査
の
結
果
か
ら
想
定
さ
れ

る
危
険
箇
所
や
警
戒
区
域
指
定
の
目
的
︑

指
定
区
域
に
か
か
る
制
約
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
︒

　
現
在
︑
３
地
区
の
危
険
箇
所
の
警
戒
区

域
指
定
に
つ
い
て
︑
県
か
ら
意
見
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
︑
村
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
を
守
る
た
め
に
︑
住
民
や
地
権
者

の
意
見
を
参
考
に
し
︑
指
定
に
向
け
た
事

務
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
後
日
︑
該
当
区
域
の
住
民
や
地
権
者
に

は
文
書
を
送
り
ま
す
の
で
︑
指
定
に
つ
い

て
の
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
︑
担
当

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
︒

◆
期
限
…
11
月
28
日
㈮

◆
担
当
課
…
総
務
課(

☎
34

－

２
１
１
１ 

　
内
線
66)

明
戸
地
区
な
ど
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所

　
　
　
　
　
警
戒
区
域
指
定
の
意
見
募
集

第
15
回
岩
泉
・
田
野
畑
地
域
安
全
大
会

　
全
国
で
振
り
込
め
詐
欺
被
害
４
８
７
億
円

　
第
15
回
岩
泉
・
田
野
畑
地
域
安
全
大
会
が
10
月
25

日
︑
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
︑
約
３
３
０
人

の
参
加
者
が﹁
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
﹂を

目
指
し
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
︒

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
田
野
畑
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
演
奏
の
後
︑
佐
藤
順
じ
ゅ
ん

岩
泉
警
察

署
長
が
管
内
の
治
安
状
況
を
説
明
し
﹁
全
国
で
振
り

込
め
詐
欺
被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
る
︒
昨
年
の

被
害
額
は
全
国
で
４
８
７
億
円
︒
今
年
は
す
で
に

３
５
４
億
円
の
被
害
が
あ
り
︑
う
ち
岩
手
県
で
は
61

件
︑
２
億
６
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
︒
被
害
者

の
80
％
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
の
で
︑
だ
ま

さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
生
活
し
て
欲
し
い
﹂
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
︒

　
ま
た
村
防
犯
協
会
の
畠
山
保や
す

幸ゆ
き

副
会
長
が
﹁
犯
罪

や
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
︑た
ゆ
み
な
く
努
力
し
ま
す
﹂
と
宣
言
し
ま
し
た
︒

　
表
彰
で
は
︑
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
犯
・
交
通
安

全
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
村
駐
在
所
連
絡
協

議
会
︵
道
合
勇ゆ
う

一い
ち

会
長
︑
会
員
31
人
︶
に
岩
手
県
知

事
表
彰
が
贈
ら
れ
︑
感
謝
状
贈
呈
で
は
長
年
に
わ
た

り
交
通
指
導
員
を
務
め
た
箱
石
大だ
い

典す
け

さ
ん
︵
49
︶
＝

島
越
＝
︑
村
防
犯
連
絡
委
員
を
務
め
た
畠
山
拓た
く

雄お

さ

ん
︵
58
︶
＝
羅
賀
＝
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
︒

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
ト
を
交
え
た
演
奏
が
披
露
さ
れ
︑
参
加
者

は
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
詐
欺
被
害
や

交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
︒

岩手県警察音楽隊は特殊詐欺のミニコントで高齢者に注意を喚起

会場は満員。村
民の地域防犯意
識の高さを証明

村駐在所連絡
協議会が県知
事表彰を受賞
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一
般
会
計
の
予
算
額
は 

151
億
５
３
３
３
万
円
に

　
26
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計

予
算
額
は
︑
総
額
11
億
６
８
３

３
万
円
を
補
正
し
︑
１
５
１
億

５
３
３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
︒

前
年
同
期
に
比
べ
67
億
３
３
０

９
万
円
︵
30
・
８
％
︶
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
予
算
に
対
す
る
収
支

の
割
合
は
︑
収
入
が
42
億
３
７

５
９
万
円
で
28
・
０
％
︑
支
出

が
23
億
３
２
２
２
万
円
で
15
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ト
通
信

導
入
事
業
な
ど
を
追
加

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
︑
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
通

信
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
導
入

︵
３
億
４
０
２
０
万
円
︶︑
明
戸

地
区
ま
ち
づ
く
り
連
携
道
路

整
備
︵
９
８
３
１
万
円
︶︑
島

越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
用
地
造
成
︵
５
５
８
０
万

円
︶︑
旧
羅
賀
小
学
校
解
体

︵
２
３
６
０
万
円
︶
と
な
っ
て

　村は、皆さんに納めていただいた村税や国・県からの補助金などを財源にし
て、さまざまな事業を実施しています。平成26年度上半期（平成26年４月１日
～９月30日）の村予算の執行状況や基金、村債の現在高などについてお知らせ
します。詳しい内容は総務課（☎34-2111　内線12）に問い合わせてください。

平成26年度

平成 27 年度の完成を目指し、工事が進む羅賀地区の上川原地区と海鳴台団地をつなぐ村道海鳴台線
2014・11　広報

平成26年度上半期

財 況状政

■特別会計予算の状況　　※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

区　　　分 予　算　額 収　入　済　額 支　出　済　額

■村有財産の状況
▼土地・建物・有価証券など

種　　別 増　減 合　　計

行政財産
建物 1,546㎡ 42,553㎡

土地 8,366㎡ 3,052,302㎡

普通財産
建物 ０㎡ 25,667㎡

土地 26,953㎡ 8,313,626㎡

合　計
建物 1,546㎡ 68,220㎡

土地 35,319㎡ 11,365,928㎡

有価証券・その他 0 4億4518万円

地方交付税

村 債

諸 収 入

地方譲与税

使用料及び
手 数 料

そ の 他

総 務 費

そ の 他

災害復旧費
県 支 出 金

1億4307万円

収入済額 予 算 額 収入済額予 算 額

0 １億 ２億 ３億 ４億 ５億 ６億 ７億 0７億 ６億 ５億 １億２億３億４億

予算額
収入済額

予算額
支出済額

※その他…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、寄付金

※その他…労働費、諸支出金、予備費

歳入 歳出一　 般　 会　 計
予算額   151億5333万円

収入済額   42億3759万円
（収入率   28.0％）

支出済額   23億3222万円
（支出率   15.4％）

議 会 費

3億9422万円

0万円

1386万円

2052万円

2640万円

1379万円

1141万円

68億 712万円

17億4218万円

2億2897万円

2億5050万円

4900万円

3400万円

3185万円

3229万円

1517万円

62億 55万円 7億6196万円

19億6094万円 2億9031万円

12億5497万円 5643万円

13億6101万円 2億5554万円

4973万円 2729万円

0万円

地方消費税
交 付 金

1億7890万円1億2813万円

1億5946万円

17億6278万円

農 林 水
産 業 費

309万円

24億8733万円

※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

▼基金の状況
種　　別 増　減 合　　計

財政調整基金 △1億4307万円 29億1690万円

収入証紙購入基金 0 100万円

村民研修基金 0 2318万円

ふるさと基金 0 671万円

村債管理基金 0 2億3296万円

福祉基金 0 1億2834万円

土地開発基金 0 3381万円

福祉医療資金貸付基金 9万円 200万円

花笑みの村基金 0 1341万円

庁舎及び公共施設整備資金 0 2億5619万円

田野畑むらづくり基金 319万円 3216万円

育英の森造成基金 0 182万円

東日本大震災災害復興基金 429万円 1億7262万円

思惟の森交流基金 0 578万円

東日本大震災津波復興基金市町村交付金基金 0 5億9596万円

東日本大震災復興交付金基金 △4億7049万円 114億7187万円

3億 989万円国庫支出金

1477万円

財 産 収 入

民 生 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

6億7347万円 2億3302万円

5億5984万円

2億3173万円

2億 467万円 1億1686万円

1億6,600万円

商 工 費

2億8998万円

消 防 費6358万円

繰 入 金

繰 越 金 2億5050万円

村 税

38億6111万円29億1105万円 1億5695万円

8032万円

■特別会計予算の状況　　※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

区　　　分 予　算　額 収　入　済　額 支　出　済　額

国 民 健 康 保 険 会 計
事 業 勘 定 6億1640万円 1億9009万円 2億5914万円

直 診 勘 定 1億3866万円 3114万円 5868万円

簡 易 水 道 会 計 12億6832万円 3012万円 1億4509万円

集 落 排 水 会 計 6億2332万円 216万円 1987万円

下 水 道 会 計 4271万円 167万円 1577万円

介 護 保 険 会 計
事 業 勘 定 5億 927万円 1億9162万円 2億 943万円

サ ー ビ ス 勘 定 280万円 55万円 93万円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 3222万円 706万円 558万円

合　　　計 32億3369万円 4億5440万円 7億1447万円

上
半
期
の
財
政
状
況

村債残高45億4202万円（村民１人当たり122万9,234円）
のうち34億6195万円は交付税算入が見込まれるため、
実質残高は10億8007万円（同29万2,306円) となります

※端数処理の関係で、合計額に若干の差が出ます

■村債現在高の状況（平成26年９月30日現在）

普通債
30億3332万円

（66.8％）

その他
14億4788万円

（31.9％）

災害復旧債
6082万円
（1.3％）

総額
45億4202万円

過疎対策
17億5752万円

（38.7％）

農林水産業
5億7800万円

（12.7％）

教育
4億4649万円

（9.8％）土木
1億  401万円

（2.3％）

臨時財政対策
14億2197万円

（31.3％）

減税補てん
1971万円 （0.4％）

臨時税収補てん
621万円 （0.1％）

補助災害復旧
5324万円
（1.1％）

単独災害復旧
758万円
（0.2％）

施設整備
375万円
（0.1％）

い
ま
す
︒
そ
の
他
︑
官
民
連
携

﹁
道
の
駅
た
の
は
た
﹂リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
構
想
検
討
︵
２
０
０
３
万

円
︶︑島
越
駅
再
建
整
備
︵
１
２

７
６
万
円
︶︑
共
同
利
用
漁
船

等
復
旧
支
援︵
１
１
８
０
万
円
︶

な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
︒

災害援護
6490万円
（1.4％）

辺地対策
7865万円
（1.7％）
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東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
７
カ
月
を

迎
え
よ
う
と
す
る
10
月
５
日
︑
ア
ズ

ビ
ィ
ホ
ー
ル
周
辺
を
会
場
に
﹁
田
野
畑

村
復
興
祈
念
祭
フ
ァ
イ
ナ
ル
﹂
を
開
催

し
ま
し
た
︒
高
台
移
転
地
の
造
成
や
災

害
公
営
住
宅
の
整
備
が
進
み
︑
村
の
復

興
が
徐
々
に
目
に
見
え
て
き
た
中
で
開

催
さ
れ
た
復
興
祈
念
祭
は
︑
郷
土
芸
能

や
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
︑
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
な
ど
内
容
充
実
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
︑
訪
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
笑
顔

が
見
ら
れ
ま
し
た
︒

　
前
日
の
４
日
に
は
︑
旧
島
越
駅
前
広

場
で
前
夜
祭
を
開
催
︒
会
場
周
辺
に
は

キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
︑
ス
テ
ー
ジ
で
は

島
越
の
児
童
︑
生
徒
に
よ
る
島
越
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
︒
終
盤
に
は
松
前
川
に
灯
籠
が
流
さ

れ
︑
旧
駅
前
広
場
全
体
で
鎮
魂
の
盆
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　
復
興
祈
念
祭
は
今
回
で
最
後
と
な
る

予
定
で
す
が
︑
震
災
復
興
は
被
災
者
す

べ
て
が
日
常
を
取
り
戻
す
ま
で
は
終
わ

り
ま
せ
ん
︒
こ
れ
か
ら
も
復
興
へ
の
思

い
と
誓
い
を
一
つ
に
︱
︒
　

田野畑村復興祈念祭ファイナル田野畑村復興祈念祭ファイナル

前夜祭（４日）

～鎮魂の日～
旧島越駅前広場

浜岩泉地区の児童による力強い弥五兵衛太鼓 松前川に灯籠が流され多くの人が手を合わせた 島越地区児童らがよさこいソーランで盛り上げた

復興祈念祭（５日）

～復興祈念の日～
アズビィホール周辺

サルサガムテープの歌にステージと会場が一体となり盛り上がった

前夜祭イベントに助成金

　社会福祉法人「読売 光と愛の事
業団」（東京都 長尾立子理事長）か
ら村復興記念祭実行委員会へ助成
金 100 万円を提供いただきました。
　助成金は、前夜祭のステージ設
営と打ち上げ花火の費用に充てら
れました。

田野畑中復興太鼓と和太鼓奏者Ａｊｏ（アジョ）さんのコラボは圧巻

もちまきには臼澤みさきさんも登場。会場は笑顔と歓声に包まれた

ファッションショー、いつものパパママがステキに変身！

甲地鹿踊にはおばあちゃんの踊り手が飛び入り

若桐保育園は「ようかい体操」を元気に披露

田野畑児童館は息のあった「はっぴーはっぴ」

オープニングは田野畑小学校スクバン

会場には屋台やキッチンカーなど多数出店

ミネハハさん（左）とどんぐり会は幅広い層に人気
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夏
イ
チ
ゴ
栽
培
を
田
野
畑
で
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平
成
26
年
度
河
川
水
質
調
査

 

河
川
環
境
お
お
む
ね
良
好

　
村
は
毎
年
︑
村
内
河
川
の
水
質
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
今
年
は
10
月
４

日
︑
６
河
川
12
カ
所
か
ら
河
川
の
水
を

調
査
し
ま
し
た
︒

　
調
査
の
結
果
︑
一
部
の
項
目
を
除
い

て
環
境
基
準
の
最
高
ラ
ン
ク
の
Ａ
Ａ
類

型
か
ら
Ａ
類
型
の
基
準
を
満
た
し
て
お

り
︑
お
お
む
ね
良
好
な
水
質
が
保
た
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
︒

　
河
川
の
水
質
は
︑
周
辺
の
環
境
や
季

節
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
動
し
ま
す
︒

ま
た
︑
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
何
気
な
く
流

し
て
い
る
生
活
雑
排
水
の
影
響
も
受
け

ま
す
︒
野
菜
く
ず
を
流
し
に
流
さ
な
い

こ
と
︑
お
風
呂
の
残
り
湯
で
洗
濯
を
し

て
排
水
量
を
減
ら
す
な
ど
︑
毎
日
の
生

活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
が
河
川

の
水
質
を
良
好
に
保
つ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
︒

　
河
川
の
環
境
保
全
は
き
れ
い
な
海
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
︒
こ
れ

か
ら
も
︑
み
ん
な
で
き
れ
い
な
川
︑
海
︑

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
︒

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課
︵
☎

34
－

２
１
１
４
　
内
線
22
︶

■平成26年度河川水質調査結果

河川名 採水地点 pH Do
㎎/ℓ

BOD
㎎/ℓ

SS
㎎/ℓ

大腸菌群数
MPN/100㎖

普 代 川
巣合中の橋付近 7.4 10.0 0.7 3 130

青雲橋付近 7.4 9.9 0.7 3 1,300

平井賀川
砂防ダム付近 7.4 10.0 1.1 2 33

水門から約100㍍上流 7.5 9.5 1.7 404※ 160,000※

松 前 川

松前沢橋付近 7.3 9.8 6.6 7 490

島越水門付近 7.3 9.7 1.8 3 94

鉄山口バス停付近 7.4 9.9 0.6 2.0 220

タタラ橋付近 7.4 9.8 0.6 3 220

清流橋付近 7.2 10.0 2.1 3 240

島の沢川 北の沢と南の沢の合流点 7.0 9.7 0.6 1未満 6.8

白 池 川 河口から約１㎞上流 7.3 9.8 0.6 2 70

田 代 川 普代川との合流点 7.4 10.0 0.9 5 110

県環境基準（ＡＡ類型） 6.5～8.5 7.5以上 1以下 25以下 50以下

県環境基準（Ａ類型） 6.5～8.5 7.5以上 2以下 25以下 1,000以下

※平井賀水門付近のＳＳと大腸菌群数については、上流部の掘削作業の影響により基準を超える測定結果となりました。
◆ 水素イオン濃度（pH）�水質の酸性・アルカリ性の状態を示す指標。pH7.0 が中性で、これより低いと酸性、高いとアルカリ性を示す
◆ 溶存酸素量（DO）�水中に溶解している酸素の量を示す。魚介類が生息するためには、一定以上の溶存酸素量が必要
◆ 生物化学的酸素要求量（BOD）�微生物が有機物を分解した際に消費される酸素量で、河川の有機汚濁を測る指標。有機汚濁物質が

多いほど数値が高い
◆浮遊物質量（SS）�濁りの原因となる有機物やプランクトン、生活排水中の微細な物質の濃度を示す指標
◆大腸菌群数�し尿による汚染の程度などを示す指標

平
坂
さ
ん
が
環
境
省
か
ら
表
彰

　
自
然
歩
道
の
維
持
管
理
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
環
境
省
自

然
環
境
局
長
の
平
成
26
年
度
自
然
歩
道

関
係
功
労
者
表
彰
に
平
坂
忠
ち
ゅ
う

三ぞ
う

さ
ん

︵
70
︶＝
北
山
＝
が
選
ば
れ
︑
10
月
21
日
︑

岩
手
県
環
境
生
活
部
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
︒

　
平
成
16
年
４
月
か
ら
自
然
公
園
保
護

監
理
員
と
し
て
北
山
崎
自
然
遊
歩
道
な

ど
に
お
い
て
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
︑
自
然
景
観
や
動
植
物
保
護
︑
自
然

公
園
の
適
正
利
用
と
利
用
者
へ
の
指
導

を
行
っ
て
き
た
平
坂
さ
ん
は
﹁
遊
歩
道

内
の
倒
木
や
歩
道
の
損
壊
な
ど
︑
危
険

箇
所
を
監
理
し
て
き
ま
し
た
︒
北
山
崎

遊
歩
道
に
は
特
有
の
植
生
が
あ
る
の
で

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
︒
植
物
観

賞
や
観
光
す
る
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
を

第
一
に
心
が
け
て
監
理
し
て
い
き
ま

す
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒
　

岩手県環境生活部長（右）から表彰状が手渡
された平坂忠三さん（中央）

新岩手農業協同組合宮古営農経済センターの

 園芸推進座談会へご参加を

　野菜づくりでの収入確保を考えている人は

北山地区の生産者がニンジンを栽培している畑。村内ではダイコン、ホウレンソウ、ピーマンなどの生産が盛んです

開催日 時間 対象地区 場所
12 月２日㈫ 午前10時～正午 田野畑村北部 明戸地区公民館
12 月３日㈬ 午後１時～３時 田野畑村西部 尾肝要地区公民館
12 月４日㈭ 午後３時～５時 田野畑村中央・南部 役場第一会議室

　野菜作りを所得に結び付けたい人を対象に、新岩手農業協同組合宮古営農
経済センターでは、野菜の栽培から販売までをお手伝いしています。興味の
ある人は、お気軽に園芸推進座談会へご参加ください。
◆村内３会場で実施します

◆問い合わせ先…新岩手農業協同組合
　　　　　　　　宮古営農経済センター米穀園芸課（☎ 0193-69-3220）

　
10
月
22
日
︑
ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン

タ
ー
で
岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
機
構

主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
三
陸
で

夏
イ
チ
ゴ
を
作
ろ
う
in
田
野
畑
﹂
が
開

催
さ
れ
︑
村
内
外
か
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
︒

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
岩
手
大
学
三
陸

復
興
推
進
機
構
が
取
り
組
ん
で
い
る
被

災
地
の
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
︑
村

内
で
数
年
ぶ
り
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
夏
イ
チ
ゴ
栽
培
の
振
興
を
支
援
し
よ

う
と
い
う
も
の
︒
主
催
し
た
岩
手
大
学

の
岡
田
益ま
す

己み

客
員
教
授
は
﹁
夏
が
涼
し

い
環
境
が
夏
採
り
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
適

し
て
い
る
と
目
を
付
け
た
イ
チ
ゴ
栽
培

未
経
験
の
農
業
者
が
栽
培
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
︒
三
陸
で
栽
培
す
る
仲
間
を
増

や
し
産
地
化
を
成
功
さ
せ
た
い
﹂
と
今

後
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
︒

沿岸市町村から約 30 人が参加

　
旧
下
閉
伊
北
部
家
畜
市
場
で
10
月
18

日
︑
第
50
回
県
沿
岸
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
開
催
さ
れ
︑
牧
原
勲い
さ
おさ
ん
︵
56
︶

＝
浜
岩
泉
＝
の
出
品
牛
︵
第
1
部
未
経

産
牛
︶
が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
︑

田
河
原
憲の
り

幸ゆ
き

さ
ん
︵
29
︶
＝
浜
岩
泉
＝

の
出
品
牛
︵
第
６
部
経
産
牛
︶
が
リ
ザ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し
た
︒

県
沿
岸
乳
牛
共
進
会
で
栄
誉牧原さんの出品牛。毛並み、骨格とも最高

　
共
進
会
に
は
宮
古
地
域
か
ら
51
頭
の

乳
牛
が
出
品
さ
れ
︑
本
村
か
ら
は
12
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
︒

　
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
を
出
品

し
た
牧
原
さ
ん
は
﹁
50
回
の
記
念
大
会

に
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
受
賞
は

と
て
も
う
れ
し
い
︒
村
内
の
仲
間
と
技

術
を
高
め
︑
助
け
ら
れ
な
が
ら
の
受
賞

で
し
た
︒
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
頑
張
り

た
い
で
す
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒



1213

　
26
日
は
︑
各
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
分

科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
︒
村
で
は
︑
し

お
さ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
約
90
人
が
参

　
久
慈
市
の
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
県
内
外
か
ら

約
８
０
０
人
が
参
加
︒
事
例
発
表
で
は

﹁
私
と
岩
手
・
ほ
ん
も
の
の
豊
か
さ
に

触
れ
る
体
験
﹂
と
題
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

渡
邊
悦え

つ

子こ

さ
ん
が
発
表
︒
村
は
不
便
な

こ
と
は
あ
っ
て
も
住
み
や
す
さ
︑
優
し

さ
が
あ
り
︑
そ
れ
が
村
の
民
泊
体
験
の

価
値
を
高
め
て
い
る
と
語
り
︑
会
場
か

ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
︒

浜
で
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
を
体
験
︒
白

亜
紀
宮
古
層
群
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
と

平
成
津
波
岩
が
表
す
津
波
の
破
壊
力
に

自
然
の
凄
さ
を
体
感
し
ま
し
た
︒
滋
賀

県
で
学
習
旅
行
の
民
泊
を
受
け
入
れ
て

い
る
西
川
作さ
く

男お

さ
ん
は
﹁
手
で
触
れ
ら

れ
る
ほ
ど
身
近
に
化
石
が
あ
り
︑
そ
れ

を
わ
か
り
や
す
く
ガ
イ
ド
し
て
も
ら
っ

た
︒
古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
﹂

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒

　﹁
体
験
交
流
で
日
本
に
﹃
心
の
豊
か

さ
﹄
を
取
り
戻
そ
う
﹂
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
︑
10
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
︑
久

慈
市
周
辺
６
市
町
村
を
会
場
に
第
11
回

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
い

わ
て
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
︑
都
市
部
と
農
山
漁

村
部
の
地
域
間
交
流
に
よ
り
日
本
に

﹁
心
の
豊
か
さ
﹂
を
取
り
戻
す
こ
と
を

テ
ー
マ
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
︑
今
年
は
東
北
で
初
め
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
︒
体
験
交
流
型
観
光
へ
の

に
取
り
組
み
で
︑
被
災
地
域
の
復
興
や

活
力
に
な
っ
て
い
る
実
例
を
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
参
加
者
に
紹
介
し
ま
し
た
︒

も
す
べ
て
生
徒
が
担
当
し
ま
し
た
︒

　
震
災
発
生
時
の
島
越
地
区
と
三
陸
鉄

道
島
越
駅
周
辺
の
様
子
や
三
陸
鉄
道
が

復
旧
す
る
過
程
を
丁
寧
に
再
現
し
ま
し

た
︒
鑑
賞
し
た
保
護
者
の
下
机
曉あ

け

美
さ

ん
︵
53
︶
＝
西
和
野
＝
は
﹁
震
災
当
時

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
︒
生
徒

の
演
技
に
感
動
で
涙
を
堪
え
る
の
に
精

一
杯
で
し
た
︒
息
子
は
照
明
係
で
し
た

が
無
事
に
終
わ
っ
て
安
心
し
ま
し
た
﹂

と
ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
し
た
︒

　
最
後
は
特
設
太
鼓
部
の
発
表
が
行
わ

れ
︑
復
興
太
鼓
と
し
て
練
習
し
て
き
た

﹁
希き
ず
な繋
﹂を
披
露
︒
体
育
館
に
大
迫
力
の

演
奏
を
響
か
せ
ま
し
た
︒

瞬
彩
～
繋
ぐ
私
た
ち
の
想
い
～
を

テ
ー
マ
に
10
月
26
日
︑
田
野
畑

中
学
校
︵
関せ
き

向
む
か
い

正ま
さ

俊と
し

校
長
︑
生
徒

１
０
０
人
︶
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒

　
午
前
中
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
学
級

単
位
で
行
わ
れ
︑
体
育
館
に
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
︒

　
午
後
は
全
校
生
徒
１
０
０
人
と
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
﹁
復
活 

三
陸
鉄

道
～
マ
イ
レ
ー
ル
は
永
遠
に
～
﹂
を
上

演
し
ま
し
た
︒
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
三
陸
鉄
道
の
復
活
を

描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
で
︑
役
者

以
外
の
大
道
具
や
照
明
︑
音
響
装
な
ど

田
野
畑
小
学
校
︵
大
芦
教の

り

子こ

校
長
︑
児

童
１
５
１
人
︶
は
︑
10
月
19
日
︑
学

習
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
︒１
年
生
の﹁
は

じ
め
の
こ
と
ば
﹂
で
幕
を
開
け
た
発
表
会
は
︑

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
︑
劇

や
歌
︑
演
奏
な
ど
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
一
生
懸
命
︒
１
年
生
は
﹁
く
じ
ら
ぐ

も
が
田
野
畑
小
に
や
っ
て
き
た
！
﹂
を
か
わ

い
ら
し
く
︑
３
年
生
は
﹁
キ
ッ
チ
ン
パ
ニ
ッ

ク
２
０
１
４
﹂
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
︑
６
年
生
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は
三
閉
伊
一
揆
を
題
材
に
し
た
劇
﹁
命
を
懸

け
て
守
ら
れ
た
命
﹂
を
熱
演
し
︑
最
後
に
勝

ち
取
っ
た
﹁
安
堵
状
﹂
を
高
々
と
掲
げ
る

と
︑
訪
れ
た
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の
人
た

ち
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
︒
ス

テ
ー
ジ
裏
で
も
た
く
さ
ん
の
児
童
が
裏
方
と

し
て
活
躍
し
︑
円
滑
な
進
行
に
尽
力
し
ま
し

た
︒
最
後
は
全
校
児
童
が
﹁
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ

の
風
﹂
を
合
唱
︒
き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
︒

全児童が指揮者を見つめ、心を一つに一生懸命歌った「イーハトーヴの風」

１年生のはじめのことば ２年生はブレーメンの音楽隊

内容が心に響いた５年生の劇３年生、キッチンパニック ６年生は体育館全体を使ったスケールの大きな演劇

児童の熱演に温かい拍手

想
い
を
繋
ぐ
熱
演
に
感
動
　
田
野
畑
中
学
校
文
化
祭

田野畑小学校学習発表会

10月24日～26日に村などで開催

24
10 金

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
机
番
屋
で

ガ
ラ
ス
浮
玉
編
込
み
体
験

　
24
日
は
︑
参
加
者
が
各
市
町
村
で
体

験
ツ
ア
ー
に
参
加
︒本
村
で
も
体
験
村
・

た
の
は
た
の
体
験
ツ
ア
ー
に
約
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
︒
参
加
者
は
北
山
崎
を

見
学
し
た
後
︑
平
井
賀
漁
港
と
ハ
イ
ペ

25
10 土

26
10 日

ジオガイドではハイペ浜
の平成津波岩を紹介

あいしょう農交愛ランド協議会

西川作男さん
（滋賀県愛荘町）

全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
体
験
村
・

た
の
は
た
も
事
例
発
表

　
完
成
し
た
ば
か
り
の
机
浜
番
屋
群
で

は
︑
漁
で
使
用
し
て
い
た
ガ
ラ
ス
浮
玉

の
編
込
み
体
験
を
行
い
ま
し
た
︒
細
か

な
作
業
で
し
た
が
1
時
間
ほ
ど
で
完
成
︒

か
わ
い
い
浮
玉
は
女
性
に
好
評
で
し
た
︒

浮玉づくりなどの漁村文化を体験し、ガイ
ドと交流することも体験旅行の醍醐味

会場のアンバ－ホールは満員。渡邊さん（右上
写真）の発表では震災後の村の状況も紹介

遠くは長崎県からの参加者もあったパネルディスカッシ
ョン。

分
科
会
「
災
害
体
験
と
心
の

絆
を
次
世
代
へ
伝
え
る
」

加
し
て
﹁
災
害
体
験
と
心
の
絆
を
次
世

代
へ
伝
え
る
﹂
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

パ
ネ
リ
ス
ト
は
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

︵
株
︶
地
域
誘
客
事
業
部
の
大
谷
晴は
る
の
ぶ信

専
任
課
長
︑
新
潟
県
長
岡
市
の(

公
社)

中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
の
山
崎
麻ま

里り

子こ

研
究
員
な
ど
５
人
︒

　
山
崎
研
究
員
は
﹁
新
潟
県
中
越
地
方

で
は
︑
新
潟
中
越
地
震
か
ら
10
年
目
を

迎
え
︑
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
な
ど

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
で

﹃
震
災
に
対
す
る
備
え
﹄﹃
命
の
大
切
さ
﹄

﹃
人
と
人
と
の
絆
﹄﹃
故
郷
の
豊
か
さ
と

誇
り
﹄
の
重
要
性
に
少
し
づ
つ
住
民
が

気
づ
き
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
﹂
と
し
︑

故
郷
を
自
ら
の
手
で
守
り
︑
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
︒

演劇の舞台には、流失を免れた駅舎の階段などをほぼ原寸大で再現

特設太鼓部は５曲を演奏。復興
太鼓「希繋」では会場から手拍子

合唱コンクールでは３年１組が
最優秀賞となりました
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　10月26日、アズビィ楽習センターで滝沢
市の藤沢昭

あき

子
こ

さんらが手作りした紙芝居
「希望の貝吹き」で三閉伊一揆について学ぶ
交流会が開催されました。紙芝居は三閉伊
一揆を題材に生活を守るために立ち上がっ
た農民の姿を紹介するもの。藤沢さんは「い
つかは田野畑村で紙芝居を披露したいと
思っていたので念願がかないました。畠山
太
た

助
すけ

を中心とした村人たちが幸せをつかみ
取るまでの諦めない姿を多くの人に知って
もらいたいです」と語りました。

いわて国体ダンスキャラバン

紙芝居で三閉伊一揆の志を学ぶ
三閉伊一揆を語る会の
会員が多く訪れ、熱心
に耳を傾けた

羅賀地区消防防災センターが完成
　東日本大震災の津波で大きな被害を受け
た羅賀地区消防防災センターが旧羅賀小学
校跡地に建設され、９月28日に落成式が行
われました。
　新しいセンターは鉄骨２階建て、車庫や
研修室、待合室、資材保管庫のほか、屋外
にホース乾燥棟を備えています。第１分団
１部の中村和

かず

洋
ひろ

副分団長は「震災から３年
半で立派な消防防災センターが完成し、分
団員一同感謝している。地域防災に一層尽
力していきたい」と力強く語りました。

　若桐保育園（鈴木康
やす

子
こ

園長、園児 39 人）
と田野畑児童館（中里民

たみ

子
こ

館長、園児 49 人）
の園児が 10 月１日、島越駅そばの津波避
難場所整備予定地にタイムカプセルを埋め
ました。タイムカプセルは園児たちの成人
式の日に開ける計画で、中には将来の夢と
イラストを描いたメッセージカードを入れ
ました。カードを入れた三上結

ゆ

楽
ら

ちゃん（６

つ）は「将来の夢は警察官。カードを入れ
たカプセルを穴に埋めて楽しかったです」
と笑顔を見せました。

将来の夢をタイムカプセルへ

　震災により中止していた村民マレットゴ
ルフ交流大会が10月12日、村マレットゴル
フ場で開催され、16人が参加しました。
　選手は日ごろの練習の成果を発揮し、参
加者と交流を深めました。
　初参加で４位入賞した鈴木駒

こま

子
こ

さん（75）
＝高校仮設＝は「震災後にマレットゴルフ
を始めました。初めは打っても距離が出ま
せんでしたが、最近はコツがつかめたよう
です。健康のために、これからも続けたい
ですね」と笑顔で語ってくれました。

村民マレットゴルフ交流大会が復活

そばっち（右端）やダンス指導の高橋厚子さん（右から２番目）と一緒に楽しいダンス

小学生が稲刈り作業を体験
　10月10日、田野畑小学校５年生（担任 

星智
とも

之
ゆき

先生、児童24人）が田野畑地区の遠
藤誠

せい

治
じ

さんの田んぼで稲刈り作業を体験し
ました。稲は５月30日にみんなで植えた苗
が実り収穫を迎えたもので、約１反歩の稲
穂を刈り取る作業に歓声が沸きました。
　学級委員長の鈴木優

ゆう

太
た

くんは「刈り取り
や運搬、はせがけは大変でしたが、稲が順
調に成長して良かったです。みんなで食べ
るのが楽しみです」と額に汗を浮かべて
語ってくれました。

初めて見るタイムカプセルにカードを入れる三上結楽（ゆら）ちゃん。

真っ赤なホース乾燥棟が印象的な新しい羅賀地区消防防災センター

芝を歩くことで足腰に負担が少なく体が丈夫になると高齢者に好評です

鎌で稲を刈り取る慣れない作業も、笑顔で頑張った早野 慈（いつく）くん

　平成 28 年に開催される希望郷いわて国
体・希望郷いわて大会の公式ダンス「わん
こきょうだいのうた」をＰＲするキャラバ
ン隊が 10 月７日、アズビィ体育館を訪れ、
若桐保育園（鈴木康

やす

子
こ

園長、園児 39 人）
と田野畑児童館（中里民

たみ

子
こ

館長、園児 49 人）
の園児と一緒にダンスを踊りました。若桐
保育園の八角真

ま

央
お

ちゃん（６つ）は「踊り
は少し難しかったけど、そばっちと一緒に
踊れてとても楽しかったです」と笑顔を見
せました。

紙芝居は滝沢市高齢者大学「睦
大学」の受講生50人が布など
を持ち込み制作したもの
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●知 いろいろなお知らせ

●募募 参加者などを募募集中

　村農業委員会委員選挙の立候
補者説明会を開催します。
◆日時�11月４日㈫ 午後１時30

　分～
◆場所�役場議員控室
◆問い合わせ先�村選挙管理委
　員会事務局（☎34-2111 内線90）

●知 農業委員選挙立候補者説明会

火　災
（９月21日～10月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録
（10月20日現在） 589日

人口と世帯
10月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,695人（- 6） 
　男　  1,835人（- 3） 
　女　  1,860人（- 3） 
世帯  1,438世帯（+ 2）

宝くじ文化公演チケット追加販売

　ハローワーク宮古では、就職
活動中またはこれから就職活動
を始める人の保護者を対象にセ
ミナーを開催します。
◆日時�12 月３日㈬ 午後６時
　～７時
◆場所�宮古職業訓練センター
◆定員�25人
◆申し込み・問い合わせ先�ハ
　ローワーク宮古（☎0193-63-8609）

●知 就活・保護者セミナー開催

自衛官候補生・生徒を募募集

◆種目・受験資格
①自衛官候補生(陸上・海上・航
　空)…18歳以上27歳未満
②陸上自衛隊高等工科学校生…
　中学校を卒業(見込みを含む)

　した17歳未満の男子
◆試験日・試験場
①自衛官候補生…11月30日㈰ ・
　岩手駐屯地（滝沢市）
②陸上自衛隊高等工科学校生
　【推薦】平成27年１月10日㈯～
　12日㈪の間の指定する１日・
　陸上自衛隊高等工科学校（神
　奈川県横須賀市）
　 【一般】平成27年１月24日㈯　・
　　山田町船越防災センター
◆申込期限
　①自衛官候補生…11月25日㈫
　②陸上自衛隊高等工科学校生
　【推薦】12月５日㈮
　【一般】平成27年１月９日㈮
◆申し込み・問い合わせ先�自衛
　隊宮古地域事務所（☎0193-63

　-3881）

●募募

　宝くじ文化公演「伍代夏子・
大泉逸郎コンサート」のチケッ
トを追加販売します。売り切れ
次第終了となります。
◆日時�11 月５日㈬ 午前８時
　～午後５時 30 分
◆場所�村教育委員会
◆料金�１枚：1,000円
◆残枚数�38枚（最後列）
◆問い合わせ先�教育委員会　
　（☎ 34-2226）

●知

　農業に興味がある人、就職先・
転職先として農業を考えている
人などが情報を得られる農業イ
ベントが開催されます。
◆開催日�11月15日㈯
①農業体験会＋農業について語
　らう会
　■時間�午前９時～正午
　■集合場所�宮古地区合同庁
　　舎（宮古市五月町 1-20）
　■会場�上山農園（宮古市花
　　輪）※貸切バスで移動
　■内容�農作業体験、農業に
　　ついての情報交換　★参加
　　者には農産物をプレゼント
②就農相談会
　■時間�午後１時～３時
　■会場�宮古地区合同庁舎 1

　　階第２会議室
　■内容�新規就農にかかる個
　　別相談
◆問い合わせ先�宮古農業改良
　普及センター（☎ 0193-64　
　-2220）

●知 みやこ農業人フェア開催

　宮古地方の岩手県「食の匠」
認定料理およびその技の公開講
座を開催します。
◆日時�11月21日㈮ 午前10時
　30 分～午後１時 30 分
◆場所�宮古地区合同庁舎２階
　栄養相談室
◆講師・料理
　①昆東子・松茸入りひっつみ
　②上野千枝子・ピーマンみそ
◆参加料�１人 1,000円（材料代）
◆定員�15 名（先着順）
◆申し込み受付開始…11月５日㈬
◆問い合わせ先�宮古農業改良
　普及センター（☎ 0193-64-2

　220）

●知 「食の匠の技」公開講座開催

岩手医大の健康調査に協力を

　岩手医科大学いわて東北メ
ディカル・メガバンク機構では、
村在住の国民健康保険加入者以
外で 20 歳以上の人を対象に健
康調査を実施しています。
　この調査は、東日本大震災か
らの医療復興を目的として沿岸
地域を中心に実施しています。
　調査に協力した人には、アレ
ルギーや胃の病気のリスク、栄
養摂取状態やがん・脳卒中・心
臓病へのかかりやすさなど、今
の健康状態を調べて結果をお返
しします。
　皆さんの健康づくりのため、
ぜひ調査にご協力ください。
◆調査内容�採血、採尿、生理
　機能検査（骨密度、動脈硬化、
　内臓脂肪など）、調査票記入
◆検査費用�無料（謝礼として
　1,000円相当の商品券を進呈）
◆会場�宮古病院（完全予約制）
◆申込方法�電話またはＦＡＸ

　で申込み。※ＦＡＸ申込書は、
　行政区長を通じ世帯配付。ま
　た保健センターでも配布
◆問い合わせ・申し込み先�岩
　手医科大学いわて東北メディ
　カル・メガバンク機構（☎012

　0-100-867 平日午前９時～午
　後４時、fax019-907-0711）

●知

　岩手県社会福祉協議会福祉人
材センターでは、福祉の仕事の

「再就職支援講座」を開催します。
◆日時�11月15日㈯ 午前10時
　～午後１時
◆場所�宮古市総合福祉センター
◆内容�介護技術講座、求人状
　況や人材センターの利用につ
　いて
◆対象者�有資格者で１年以上
　ブランクのある人、介護職へ
　の再就職を希望する人
◆申し込み・問い合わせ先�福   

　祉人材センターキャリア支援
　員 舘洞（☎ 080-8201-0199）

●知 福祉再就職支援講座開催

　公益財団法人ふるさといわて
定住財団では、県内への就職を
希望する学生、既卒者および一
般求職者を対象に県内企業との
面接会を開催します。
◆日時�11 月 18 日㈫ 

　　　　 午後１時～４時 30 分
◆場所�岩手産業文化センター
　アピオ（滝沢市）
◆参加企業�県内に就業場所が
　あり、正社員、正職員の求人を
　有する企業（昨年度参加企業
　115社）
◆問い合わせ先�公益財団法人
　ふるさといわて定住財団
　（☎019-653-8976）

●知 いわて就職面接会開催

　三陸鉄道利用促進シンポジウ
ムが開催されます。
◆日時�11月16日㈰午後２時～
　４時
◆会場�岩手県立宮古短期大学
　部　大講義室（宮古市河南１

　－５－１）
◆内容�基調講演「地域が変え
　るローカル鉄道」「地元高校
生による意見発表」ほか
◆問い合わせ先�宮古市総務企
　画部企画課（☎0193-68-9064）

●知 三鉄利用促進シンポジウム開催

◆日時�11 月 28日㈮ 午前11時 

　～午後１時（受付は午前11時
　30分まで）
◆場所�宮古市総合福祉センタ
　ー（宮古市小山田２－９－20）
◆申込期限�11月17日㈪
◆問い合わせ先�保健福祉課　
　（☎33-3102）

●知 義肢などの巡回相談を実施

　11 月は児童虐待防止推進月間
です。児童虐待の件数は年々増
加し、子どもが犠牲になる悲惨
な事件も多くなっています。「気
になる」「おかしい」と感じた時
や自身が子育てに悩んだ時は相
談窓口へ連絡してください。
◆相談電話窓口
　宮古児童相談所
　　　（☎ 0193-62-4059）
　生活環境課（☎ 34-2114）
　子育て支援センター
　　　　　　 （☎ 37-3577)

　保健福祉課（☎ 33-3102）

●知 児童虐待は迷わず通報を

◆日時�11月27日㈭午前10時～
　11時45分
◆会場�いわて県民情報交流セ
　ンター（アイーナ）８階研修
　室 812

◆申し込み・問い合わせ先�県
　男女共同参画センター
　　　　　　（☎019-606-1761）

●知 ＤＶ被害者支援セミナー開催

11 月９日㈰から 15 日㈯まで
秋の全国火災予防運動を実施

　　　　スローガンは
　　　   『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』
　この時季は、風が強く空気が乾燥し、火災の起こりやすい気象状
況が続きます。外出時や就寝前には火の元を確認しましょう。
　また、火災の早期発見や逃げ遅れ、けが人を出さないために住宅
用火災警報機を設置しましょう。
★住宅防火　命を守る７つのポイント
①寝たばこは、絶対にやめる
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
④逃げ遅れを防ぐため、火災警報機を設置する
⑤寝具やカーテンなどからの火災を防ぐため、防炎品を使用する
⑥高齢者や体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる

強い風
　に注意

人口と世帯（訂正）
９月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,701人（+ 8） 
　男　  1,838人（+ 4） 
　女　  1,863人（+ 4） 
世帯  1,436世帯（+ 3）
先月の数字に誤りがあり
ました。訂正いたします

お知らせお知らせ
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　今月は復興祈念祭の出演者か
ら頂いたサイン色紙をプレゼン
ト。誰の色紙がほしいかをはが
きに書いて役場政策推進課 (11月
20日まで)にご応募ください。
　抽選で６名様に当たります。

★ほしいサイン色紙Ａ～Ｃの１つ 
　を選んでください　
　Ａ）ミネハハさ

ん　   Ｂ）Ａｊｏさ
ん

　Ｃ）臼澤みさきさ
ん　   

■前号（10月号）の正解
　Ｑ１→Ａ、Ｑ２→Ｂ
■先月の広報クイズの当選者
　 応募募件数４件、全員正解でした。

厳正なる抽選の結果、上山明
美 さん（田野畑）が 当 選。 プ レ
ゼントはアナと雪の女王卓上
カレンダーなど 5 点セットで
す。今月は好評のクイズでは
ありませんが皆さん、ぜひ感
想を添えてご応募募ください。

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（10月20日現在）

寄付金総額 3586万9760円
592件（村内119件、県内154件、県外319件）

取り崩し額 　　 359万0000円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3232万3938円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　期間：11月２日㈰～12月２日㈫

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

11月
２日 ㈰

村芸能フェスティバル アズビィホール 10:00 ～ 14:00 教育委員会
第 41 回村民文化展（４日まで） アズビィ楽習センター ９:00 ～ 18:00 教育委員会

４日 ㈫ 村農業委員会委員立候補届出説明会 役場議員控室 13:30 ～ 14:30 農業委員会（内線90）

５日 ㈬ アズビィ健康スポーツ教室
「バトミントン教室」

アズビィ体育館
（毎週水曜日） 20:00 ～ 21:00 教育委員会

９日 ㈰
伍代夏子・大泉逸郎コンサート アズビィ体育館 13:30 ～ 15:00 教育委員会
桜 on 田野畑スポーツ交流会

「フットサル」 田野畑小学校体育館 ９:00 ～ 11:00 教育委員会

10日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（毎週月曜日） 20:00 ～ 21:00 教育委員会

11日 ㈫ 村農業委員会選挙告示日 役場第一会議室 ８:30 ～ 農業委員会（内線90）
12日 ㈬ マレットゴルフ場無料開放日 村マレットゴルフ場 ９:00 ～ 18:00 教育委員会

15日 ㈯ アズビィ健康スポーツ教室
「マレットゴルフ教室」

アズビィホール
（隔週土曜日） 10:00 ～ 12:00 教育委員会

16日 ㈰ 村農業委員会委員選挙投票日 村内各投票所 ７:00 ～ 18:00 農業委員会（内線90）

19日 ㈬ 乳児健診 健診センター 13:00 ～ 15:30 保健福祉課
（☎33-3102内線54）

20日 ㈭ あすからのくらし相談会 保健センター 13:00 ～ 15:00 保健福祉課
（☎33-3102内線50）

21日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「ヨガ教室」 アズビィホール 18:45 ～ 20:45 教育委員会

22日 ㈯ 診療所休診

28日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（毎週金曜日） 19:00 ～ 21:00 教育委員会

30日 ㈰ 村体育協会長杯
マレットゴルフ大会 村マレットゴルフ場 ８:00 ～ 12:00 教育委員会

12月
１日 ㈪

介護保険料６期、後期高齢者医療保険料５期納期限 生活環境課（内線21）
国民健康保険税６期納期限 税務会計課（内線32）

２日 ㈫ 特設人権相談 役場第一会議室 10:00 ～ 15:00 生活環境課（内線69）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-310

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

11月18日�㈫
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

11月18日�㈫
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

11月19日�㈬
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

〔平成26年９月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　熊谷　雄飛（ゆうひ）くん
　　　　　　明紀・詩織　　菅　窪

　砂森　遥斗（はると）くん
　　　　　　博幸・円　　　真木沢

♥末永く　～結婚～
　畠山　琢磨　菅　窪　♥菅　窪
　千田　理沙　北上市　

■安らかに　～お悔やみ～
　駒　木　ヨ　シ（93）　羅　賀
　佐　藤　ツ　ヨ（88）　甲　地
　佐々木　孝　夫（84）　島　越
　熊　谷　キ　ミ（88）　沼　袋
　三　浦　利佐子（77）　島　越

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）
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■村税滞納処分
（差し押さえ）実施状況

財産区分 件数
預貯金 １件
給　与 ６件
年　金 １件
所得税還付金 ２件
地　代 １件
合　計 11 件

※平成 25 年度執行分

財
産
の
差
し
押
さ
え
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
︑
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︒
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︑
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︒
税
金
は
期
限
内
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
︒

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
︙
税
務
会
計
課︵
☎
34
︱

２
１
１
２
　
内
線
32
︶

や
む
を
得
な
い
理
由
に
は

分
割
や
徴
収
猶
予
な
ど
も

■村税の収納率と滞納累積額の推移

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

2165万円
2486万円

1518万円

2634万円

4657万円 4412万円

3634万円

村税滞納累積額

村税納税率 95.0%92.5％
89.3％91.9％

87.8％ 88.2％ 90.0％

　村診療所はインフルエンザの予防接種を
実施しています。接種回数は１回（ただし
13歳未満は２回）。ワクチンが無くなりしだ
い終了しますので、早めに接種しましょう。
◆ 実施期間�11 月 4 日㈫から平成27年１

月30日㈮まで（水曜日午後、土日祝日、
年末年始を除く）

◆対象�満１歳以上の村民
◆接種料�無料
◆ 受付時間
　○高校生以下�午後４時～４時30分
　　（月・木・金曜日のみ）
　○一般�午前９時～11時30分
　　　　　午後２時30分～４時
◆ 持ち物�予診票、高校生以下は母子健康

手帳、予防接種手帳（65歳以上で持って
いる人）

◆ 村診療所以外での接種を希望する人は、
事前に保健福祉課までご連絡ください

◆問い合わせ先�保健福祉課（☎ 33-3102）
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広報プレゼント

それぞれ２人
に当たります

予防接種は早めに受けましょう

効果が出るまで約２週間は必要
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■健全化判断比率

比率名 平成25年度 早期健全化
基　　　準

実質赤字比率 ー    15.0％

連結実質赤字比率 ー    20.0％

実質公債費比率 10.5％    25.0％

将来負担比率 ー 350.0％

実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は「ー」
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率
97
・
２
％

○
サ
ー
ビ
ス
勘
定
　
歳
出
総
額
２
５
５

　
万
円
︑
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率

　
95
・
８
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

　
歳
出
総
額
３
１
４
８
万
円
︑
予
算
現

　
額
に
対
す
る
執
行
率
99
・
３
％

　
・
起
立
多
数
で
認
定

●
一
般
会
計
決
算
　

　
歳
出
総
額
１
０
１
億
７
９
４
０
万
円
︑

　
予
算
減
額
に
対
す
る
執
行
率
63
・
９
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

○
事
業
勘
定
　
歳
出
総
額
６
億
２
１
７

　
５
万
円
︑
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行

　
率
94
・
８
％

○
直
診
勘
定
　
歳
出
総
額
１
億
３
０
４

　
６
万
円
︑
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行

　
率
94
・
５
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
簡
易
水
道
特
別
会
計
決
算
　

　
歳
出
総
額
２
億
５
４
４
０
万
円
︑
予

　
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率
83
・
０
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

●
集
落
排
水
特
別
会
計
決
算
　

　
歳
出
総
額
１
億
１
５
４
０
万
円
︑
予

　
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率
43
・
６
％

　
・
全
員
起
立
で
認
定
　

●
下
水
道
特
別
会
計
決
算
　

　
歳
出
総
額
３
７
８
９
万
円
︑
予
算
現

　
額
に
対
す
る
執
行
率
88
・
８
％

　
・
起
立
全
員
で
認
定

が
︑
実
質
公
債
費
比
率
︵
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
借
金
の
比
率
︶は
10
・
５
％

で
早
期
健
全
化
基
準
25
・
０
％
を
下

回
っ
て
お
り
︑
現
在
の
現
況
化
で
は
健

全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
︒

●
村
道
路
線
の
認
定
に
関
し
議
決
を
求

　

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
高
台
移
転
団
地
内
の
道
路
を
村
道

に
認
定
す
る
も
の
で
︑
田
野
畑
村
羅

賀(

起
点
・
終
点
︑
村
道
田
野
畑
平
井

賀
線
分
岐
点)

拓
洋
台
線
︑
田
野
畑
村

切
牛
︵
起
点
・
終
点
︑
主
要
地
方
道
岩

泉
平
井
賀
普
代
線
分
岐
点
︶
黎
明
台
線
︑

田
野
畑
村
羅
賀
︵
起
点
・
終
点
︑
村
道

羅
賀
平
井
賀
線
分
岐
点
︶
羅
賀
東
線
︑

田
野
畑
村
松
前
沢(

起
点
・
終
点
︑
村

道
島
越
浜
岩
泉
線
分
岐
点)

松
前
沢
団

地
線
の
４
路
線
を
新
た
に
村
道
に
認
定

し
た
︒

●
机
浜
番
屋
群
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
机
浜
番
屋
群
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
︒

●
田
野
畑
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

　

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
子
供
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
︑
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
た
︒

●
田
野
畑
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

　

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
及

び
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
︒

●
田
野
畑
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
及

び
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
︒

●
田
野
畑
村
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
給

　

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

制
定

　
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
︒

●
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
の
実

施
に
伴
う
移
転
造
成
地
等
の
整
備
に
よ

り
︑
新
た
に
集
落
排
水
施
設
を
設
置
す

る
た
め
の
改
正
を
す
る
も
の
︒

●
村
営
牧
野
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

制
定

　
村
営
牧
野
で
管
理
す
る
機
械
器
具
の

整
備
︵
追
加
︶
に
伴
い
︑
改
正
を
す
る

も
の
︒

●
平
成
26
年
度
度
田
野
畑
村
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
２
億
７
７
２
３
万
円
を
追
加
し
︑
総

額
を
１
５
１
億
５
３
３
２
万
７
千
円
と

す
る
も
の
︒

●
平
成
26
年
度
村
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
・
事
業
勘
定
　
５
１
３
万
４
千
円
を

　
　
追
加
し
︑
総
額
を
６
億
１
６
３
９

　
　
万
８
千
円
と
す
る
も
の
︒

　
・
診
療
施
設
勘
定
　
６
４
２
万
６
千

　
　
円
を
追
加
し
︑
総
額
を
１
億
３
８

　
　
６
６
万
１
千
円
と
す
る
も
の
︒

●
平
成
26
年
度
村
集
落
排
水
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
３
０
７
０
万
６
千
円
を
追
加
し
︑
総

額
を
６
億
２
３
３
１
万
９
千
円
と
す
る

も
の
︒

●
平
成
26
年
度
村
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
・
保
険
事
業
勘
定
　
６
４
５
万
２
千

一
　
般
　
質
　
問

中村 勝明議
員

●
平
成
25
年
度
田
野
畑
村
の
財
政
健　

全
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告　

に
つ
い
て

　
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率
の
公

表
が
行
わ
れ
︑
平
成
25
年
度
の
健
全
化

判
断
比
率
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

　
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
赤
字
で
な
い
た
め
該
当
し
ま
せ
ん

が
自
ら
評
価
を
発
す
る
こ
と
は
多
少
異

な
る
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
が
︑
村
民

の
意
見
を
大
切
に
し
︑
村
民
が
希
求
す

る
未
来
像
に
向
け
て
︑
村
政
運
営
に
お

い
て
は
説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
︑

一
つ
一
つ
丁
寧
に
と
り
進
め
て
い
く

﹁
村
民
主
体
﹂
の
姿
勢
で
臨
ん
で
き
た

も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
︒
今
後
に
お

い
て
も
そ
の
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
︑
人

を
知
る
明
を
持
つ
こ
と
︑
人
を
大
切
に

用
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
参
る
所
存

で
す
︒

︿
質
問
﹀　
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
関
し
︑

震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
新
た
な
活
用

策
と
し
て
直
接
交
付
金
の
増
額
を
︑
従

来
の
村
独
自
の
助
成
に
上
乗
せ
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

︿
村
長
﹀　
現
在
︑
村
の
住
宅
再
建
単
独

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
議
員
か
ら
示

さ
れ
た
財
源
を
活
用
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
︒
９
月
10
日
現
在
に
お
き
ま
し

て
︑
住
宅
の
自
力
再
建
予
定
者
１
０
９

世
帯
︑
再
建
済
み
の
方
52
世
帯
に
対
し

実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
︒
従
い
ま
し

て
︑
新
規
住
宅
債
務
利
子
相
当
額
補
助

な
ど
に
対
し
て
︑
今
後
ど
の
程
度
の
額

の
申
請
が
あ
る
か
︑
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
災
害
公
営
住
宅
へ
の
引
っ
越

し
が
相
次
い
で
い
る
︒
住
宅
の
付
属
備

品
︵
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
︶
に
対
す
る
苦
情

が
あ
っ
た
と
聞
く
が
︑
村
と
し
て
ど
う

把
握
し
︑
今
後
の
対
策
を
ど
う
検
討
し

平成 25 年度

一般会計・特別会計 決算を認定
平成 25 年度一般会計決算および国保特別会計など６つの特別会計決算は、９
月 19 日から 24 日まで、休会をはさみ３日間にわたって決算特別委員会（委
員長・中村芳正議員、副委員長・小松山久男議員）で審議したあと、最終日
24 日の本会議でいずれも認定されました。

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
18
日
か
ら
24
日
の
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例

会
初
日
に
一
般
質
問
議
員
１
名
が
登
壇
、
村
の
姿
勢
を
質
問
し
ま
し
た
。
２
日
目
に
報

告
１
件
、
議
案
12
件
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
認
定
７
件
を
審
査

す
る
た
め
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
同
意
案
２
件
、
発
議
案
１
件
が
追
加
さ
れ
同
意
案
１
件
、
発
議
案
１
件
が

審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
意
案
１
件
は
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま

し
た
。
※
村
議
会
だ
よ
り
は
広
報
編
集
委
員
会
（
委
員
長
・
中
村
勝
明
議
員
）
で
編
集
し
た
も
の
で
す
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保
が
な
さ
れ
︑
教
育
委
員
会
は
引
き
続

き
現
行
の
教
育
に
関
す
る
執
行
機
関
で

あ
り
︑
総
合
教
育
会
議
で
首
長
と
協

議
・
調
整
は
行
い
ま
す
が
︑
最
終
的
な

執
行
権
限
は
教
育
委
員
会
に
留
保
さ
れ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
︒
今
後
と
も

十
分
に
改
正
内
容
を
研
究
し
て
︑
そ
の

趣
旨
が
本
村
の
教
育
の
向
上
に
生
か
さ

れ
︑
村
民
の
期
待
に
応
え
る
教
育
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
で
す
︒

︿
質
問
﹀　
就
学
援
助
に
対
す
る
国
基
準

が
変
更
に
な
り
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
︑
ク
ラ

ブ
活
動
費
︑
生
徒
会
費
も
入
る
よ
う
に

な
っ
た
と
聞
く
︒
村
教
委
の
対
応
は
ど

う
か
︒

︿
教
育
長
﹀　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
︑
ク
ラ
ブ
活

動
費
︑
生
徒
会
費
に
つ
い
て
は
︑
本
村

に
お
い
て
も
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
︒
　

　
　

　
　

提
出
者
　
中
村
　
勝
明
議
員

　
　
賛
成
者
　
工
藤
　 

求 

議
員

　
　
賛
成
者
　
佐
々
木
芳
利
議
員
　

　
最
終
日
の
９
月
24
日
︑
追
加
議
案
と

し
て
議
員
に
よ
る
発
議
案
が
１
件
提
出

さ
れ
︑
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒

　
内
容
は
﹁
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援

等
臨
時
特
例
交
付
金
の
継
続
に
係
る
意

見
書
﹂
で
す
︒

ビ
︑
ウ
ニ
等
︑
恵
ま
れ
た
漁
業
資
源
を

生
か
し
︑
乳
製
品
の
消
費
と
拡
大
︑
山

菜
や
農
産
物
を
含
め
た
付
加
価
値
を
高

め
る
た
め
の
諸
事
業
を
展
開
し
て
行
く

こ
と
で
所
得
を
向
上
さ
せ
︑
高
齢
者
の

知
恵
と
若
者
の
参
画
に
よ
っ
て
魅
力
あ

る
産
業
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
︒
官
民
一
体
と
な
っ
て
６
次
産
業
化

を
取
り
進
め
て
い
く
た
め
に
は
︑
住
民

主
体
を
基
本
に
し
︑
既
定
の
枠
組
み
に

捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
地
域
経
済
全
般

に
活
力
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
行
政
が
支

援
を
行
い
な
が
ら
︑
そ
の
目
的
の
実
現

に
向
け
て
︑
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
で
す

︿
質
問
﹀　
安
倍
内
閣
の
教
育
政
策
は
︑

教
育
委
員
会
制
度
を
根
本
か
ら
変
え
る
︒

教
育
の
自
由
︑
自
主
性
を
守
る
本
来
の

役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

私
は
考
え
て
い
る
︒
村
の
教
育
長
と
し

て
の
見
解
を
伺
い
た
い
︒

︿
教
育
長
﹀　
本
年
６
月
20
日
に
平
成
27

年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
﹁
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
﹂
の
改
正
の
趣
旨
は
︑
教
育
の
政
治

的
中
立
性
︑
継
続
性
︑
安
定
性
を
確
保

し
つ
つ
︑
地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責

任
の
明
確
化
︑
敏
速
な
危
機
管
理
体
制

の
構
築
︑
首
長
と
の
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
で
地
方
教
育
の
機
能
を
高
め
︑

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
︒
新
制
度
に
お

い
て
も
教
育
の
政
治
的
な
中
立
性
の
確

な
く
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
赤
字
決
算

と
な
っ
た
も
の
で
す
︒
26
年
度
見
通
し

で
す
が
︑
昨
年
度
よ
り
も
売
れ
行
き
が

好
調
で
あ
り
︒
７
万
２
千
羽
多
い
38
万

羽
の
出
荷
体
制
と
し
︑
経
費
の
徹
底
し

た
削
減
・
防
疫
体
制
の
強
化
・
生
産
管

理
の
徹
底
・
加
工
技
術
の
更
な
る
向
上

等
を
図
り
︑
結
果
を
出
せ
る
よ
う
事
業

の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
漁
業
協
同
組
合
︑
産
業
開
発

公
社
等
と
村
が
協
議
し
つ
つ
︑
毎
年
一

定
規
模
の
水
揚
げ
が
見
込
ま
れ
る
サ
ケ
︑

ワ
カ
メ
な
ど
を
対
象
と
し
た
官
民
一
体

と
な
っ
た
水
産
加
工
業
の
推
進
が
必
要

と
の
声
が
強
ま
っ
て
い
る
︒
村
当
局
の

見
解
は
ど
う
か
︒

︿
村
長
﹀　
一
次
産
業
は
非
常
に
厳
し
い

中
に
あ
り
ま
す
が
︑
本
村
と
し
て
は
一

次
産
業
を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
最

重
要
課
題
で
す
の
で
︑
な
お
一
層
の
振

興
の
た
め
︑
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に

よ
る
収
益
力
の
向
上
︑
６
次
産
業
の
推

進
等
活
性
化
に
繋
が
る
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
︒
農
林
水
産
加
工
の
推
進
に
あ

た
り
ま
し
て
は
︑
加
工
及
び
販
売
能
力

の
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
力
や
民
間
企

業
の
協
力
も
得
な
が
ら
︑
商
品
開
発
︑

販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
大
等
村
内
産
業

団
体
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
取
り

進
め
て
い
く
考
え
で
す
︒
具
体
的
に

は
︑
サ
ケ
︑
ワ
カ
メ
︑
コ
ン
ブ
︑
ア
ワ

ノ
コ
の
生
産
量
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か

ら
販
売
額
が
減
少
し
︑
さ
ら
に
消
費
税

の
ア
ッ
プ
に
あ
わ
せ
︑
前
倒
し
で
資
材

等
を
購
入
し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
平
成
25
年
度
単
年
度
収
支
は

１
９
３
０
万
円
程
の
黒
字
決
算
と
な
り
︑

債
務
超
過
額
が
１
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
︒
こ
の
間
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
や
労
働
者
不
足
等
︑
厳
し

い
経
営
環
境
に
は
あ
り
ま
す
が
︑
経
営

努
力
に
よ
り
財
務
内
容
が
改
善
し
て
お

り
︑
本
年
度
に
お
い
て
も
第
１
四
半
期

で
︑
３
３
０
万
円
程
の
黒
字
と
な
っ
て

お
り
︑
今
期
の
営
業
利
益
見
通
し
は

７
０
０
万
円
程
と
見
通
し
て
お
り
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
こ
数
年
で
健

全
経
営
に
移
行
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
甘
竹
田
野
畑
は
︑
数
年
前
ま

で
株
主
配
当
金
が
村
の
歳
入
に
計
上
さ

れ
て
い
た
が
︑
平
成
25
年
度
決
算
で
は
︑

営
業
損
失
３
５
０
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
理
由
は
何
か
︒

︿
村
長
﹀　
当
会
社
は
あ
い
鴨
飼
育
︑
加

工
販
売
を
目
的
に
昭
和
62
年
12
月
に
設

立
さ
れ
︑
村
の
雇
用
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
︒
営
業
損
失

の
３
５
０
８
万
円
は
︑
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
︑
株
式
会
社
甘
竹
の
被
害
が
甚

大
と
な
り
復
旧
ま
で
時
間
が
か
か
り
︑

ま
た
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
等
で

在
庫
を
抱
え
て
し
ま
い
平
成
25
年
度
は
︑

在
庫
調
整
の
た
め
に
減
産
計
画
を
余
儀

て
い
る
の
か
︒

︿
村
長
﹀　
黎
明
台
団
地

の
一
部
災
害
公
営
住

宅
に
お
い
て
︑
利
便

性
が
よ
く
な
い
と
の

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
︑

同
タ
イ
プ
を
設
置
し

て
い
る
住
宅
を
巡
回
し
︑

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
利
便
性

は
良
く
な
い
も
の
の
︑
日
常
生
活
に
お

い
て
は
大
き
な
支
障
が
生
じ
な
い
こ

と
を
ご
理
解
賜
っ
た
も
の
と
判
断
し

て
お
り
ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
介
護
保
険
事
業
が
来
年
度

第
６
期
を
迎
え
る
︒
新
制
度
で
要
支
援

１
・
２
の
方
が
介
護
給
付
か
ら
外
れ
る
︒

担
当
課
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
︒

ま
た
︑
介
護
事
業
所
は
経
営
上
で
問
題

を
抱
え
て
し
ま
う
と
認
識
し
て
い
る
︒

村
と
し
て
の
対
策
は
ど
う
か
︒

︿
村
長
﹀　
今
回
の
制
度
改
正
で
は
︑
要

支
援
者
等
高
齢
者
の
多
様
な
生
活
支

援
ニ
ー
ズ
に
地
域
全
体
で
応
え
て
い

く
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
介
護
予
防
給

付
︵
要
支
援
１
～
２
︶
の
う
ち
︑
訪

問
看
護
︵
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
︶

と
通
所
介
護
︵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
︶
が
今

回
の
改
正
で
︑
全
国
一
律
の
基
準
に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
か
ら
︑
市
町
村
が
実
施

す
る
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る

全
て
整
合
性
は
取
れ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
新
た
な
施
設
で
の

事
業
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
現
在
の

施
設
は
緊
急
的
な
課
題
解
決
を
図
る
た

め
に
暫
定
的
に
開
設
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
今
後
の
需
要
等
を
把
握
し

な
が
ら
効
果
的
な
あ
り
方
を
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
広
島
の
土
砂
災
害
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
︑
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
相
次
い
で

い
る
︒
人
命
を
守
る
立
場
か
ら
︑
村
内

に
お
け
る
土
砂
災
害
危
険
個
所
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
︒
ま
た
そ
の

対
策
を
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
︒

︿
村
長
﹀　
岩
手
県
が
平
成
12
年
に
調
査

し
た
結
果
で
は
︑
土
石
流
危
険
渓
流
が

１
２
３
箇
所
︑
急
傾
斜
崩
壊
危
険
個
所

が
38
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒
さ
ら

に
岩
手
県
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
お
り
︑

25
年
度
ま
で
に
土
石
流
危
険
個
所
84
箇

所
︑
急
傾
斜
地
崩
落
危
険
個
所
38
箇
所

で
調
査
を
終
え
て
い
ま
す
︒
対
策
と
し

て
は
︑
土
砂
災
害
危
険
個
所
の
周
知
と

広
報
活
動
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
︑
土
砂
災
害
危
険
個
所
図
の

縦
覧
の
ほ
か
︑
岩
手
県
と
連
携
し
て
地

域
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
︑
危
険
個

所
の
周
知
と
注
意
喚
起
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑
避
難
勧
告

等
の
発
令
基
準
や
伝
達
方
法
を
標
準
化

す
る
﹁
田
野
畑
村
警
戒
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
﹂
を
策
定
し
︑
大
雨
警
報
や
土
砂
災

も
の
で
あ
り
︑
村
︵
保
険
者
︶
と
し
て
︑

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
落
と
す

こ
と
は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
︒
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
介
護
保
険
制
度
の
中
で

の
運
用
と
な
り
ま
す
の
で
︑
給
付
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
な
お
︑
こ
の
制
度
は
︑
平
成
27
年

４
月
の
施
行
で
あ
り
ま
す
が
︑
29
年
４

月
ま
で
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
︒

介
護
事
業
所
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
︑

こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
現
在
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

事
業
に
つ
い
て
︑
来
年
４
月
か
ら
の
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
の
運
営
基
準
と

整
合
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
︒
ま
た
︑

新
た
な
施
設
で
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
︑

ど
う
検
討
し
て
い
る
か
︒

︿
村
長
﹀　
平
成
24
年
８
月
に
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
３
法
が
成
立
し
︑
平
成
27

年
４
月
か
ら
子
供
・
子
育
て
支
援
に
新

た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
質
の
高
い

幼
児
期
の
学
校
教
育
︑
保
育
の
量
的
拡

大
及
び
確
保
並
び
に
地
域
に
お
け
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
︑
今
会
議
に
も
関

連
条
例
を
提
案
し
て
い
ま
す
︒

　
そ
の
中
で
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
が
あ
り
ま
す
が
︑
運
営
基

準
で
見
ま
す
と
職
員
数
︑
児
童
数
︑
施

設
の
面
積
︑
開
室
時
間
︑
開
室
日
数
︑

害
警
戒
メ
ッ
シ
ュ
情
報
等
の
情
報
を
的

確
に
と
ら
え
︑﹁
避
難
準
備
情
報
﹂﹁
避

難
勧
告
﹂﹁
避
難
指
示
﹂
の
発
令
が
時

機
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
を

期
す
と
と
も
に
︑
消
防
団
員
及
び
住
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
︑
土
砂
災
害
の
前

兆
現
象
の
把
握
に
も
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

︿
質
問
﹀　
震
災
後
に
お
け
る
高
台
移
転

地
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
︑
地
質
的
に

も
十
分
な
調
査
検
討
が
行
わ
れ
︑
検
査

済
み
と
受
け
止
め
て
い
る
が
︑
村
と
し

て
実
態
把
握
は
万
全
か
︒

︿
村
長
﹀　
現
時
点
に
お
い
て
高
台
移
転

団
地
は
全
て
土
砂
災
害
危
険
区
域
外
に

位
置
し
て
お
り
ま
す
し
︑
団
地
造
成
工

事
に
つ
き
ま
し
て
も
︑
都
市
計
画
法
に

よ
る
開
発
許
可
に
基
づ
き
適
切
な
施
行

と
監
理
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
安
全

な
団
地
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
︒

な
お
︑
岩
手
県
の
土
砂
災
害
危
険
区
域

の
見
直
し
に
伴
い
︑
対
応
す
べ
き
事
案

が
生
じ
た
場
合
は
︑
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
︑
適
切
に
対
処
し
て
い

く
と
こ
ろ
で
す
︒

︿
質
問
﹀　
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
田
野
畑
に
つ

い
て
は
︑決
算
を
見
れ
ば
当
期
利
益︵
黒

字
︶
と
な
っ
て
い
る
が
営
業
損
失
そ
の

も
の
が
１
６
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
︒

︿
村
長
﹀　
営
業
損
失
の
１
６
０
万
円
の

主
な
原
因
は
︑
菌
床
数
が
減
少
し
︑
キ

９月
定例会

村議会だより
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熊谷　美
み

紗
さ

ちゃん（１歳 10 カ月）
宗矩さん・美穂子さん＝田代＝

お母さんからのひとこと

175

藤島 夢
ゆ め

也
や

さん（19）＝甲地＝

　いつもおむつを替えてくれるおじい
ちゃんが大好き（笑）。 

　負けず嫌いな性格でお姉ちゃんにいた
ずらするやんちゃ娘です。
　きょうだい仲良く元気いっぱいに育っ
てね！

★お仕事は？
　　４月から熊谷建設㈱で工事の施工監理の仕事をし
　ています。 　
★今、頑張っていることは？
　　仕事を覚えることで精一杯です（笑）。まずは工事
　現場で事故や施工ミスがないように頑張ります。
★休日は何をしていますか？
　　高校時代に硬式野球部でキャプテンをしていたの
　で野球をしています。これからはオフシーズンにな
　るので友達と遊んだり海釣りに行ったりしたいです。
★理想の女性のタイプは？
　　優しくて、話が合う女の子が理想です。彼女はい
　ないのでいい出会いがほしいですね。
★最後に一言お願いします！
　 　浜岩泉地区の三陸復興道路の建設現場で仕事して

いますので、見かけたら声かけてください。

　
人
口
減
少
に
よ
る
消
滅
可
能
性
都
市
が
︑
増
田
寛
也
・
日
本
創
成

会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の

内
容
は
︑
若
年
女
性
人
口
が
減
少
す
る
限
り
は
︑
人
口
の
再
生
産
力

は
低
下
し
続
け
︑
総
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
関
係
が

あ
る
こ
と
を
基
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
︑
ス
ト
ッ
プ
少

子
化
地
方
元
気
戦
略
と
し
て
国
民
の
希
望
出
生
率
を
実
現
す
る
こ
と

な
ど
も
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
社
会
構
造
が
著
し
く
変
容
し
︑
不
確
実
性
の
連
続
と
な
っ
て
い
る

現
下
の
状
況
で
︑
こ
れ
ま
で
の
成
功
例
は
通
用
し
が
た
く
︑
社
会
・

地
域
も
新
し
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
︒
世
界
経
済
は
常
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
︑
地
球
を
廻
る
よ
う
に
経
済
軸
は
数
十
年
落
ち
着
く
こ
と

が
な
く
︑
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
︒
一
つ
の
事
象
も
変
質
し
つ
づ
け
︑

常
に
新
し
い
方
向
へ
と
変
化
を
求
め
る
の
も
経
済
︵
地
域
経
済
︶
で

あ
り
ま
す
︒
そ
の
意
味
か
ら
も
︑
地
域
は
︑
新
し
い
感
性
と
実
行
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
女
性
や
若
者
が
︑
人
生
経
験
の
豊
富
な
方
々
と

手
を
携
え
て
︑
新
た
な
取
り
組
み
や
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
喫

要
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　
そ
こ
で
︑
皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
︒
10
月
に
役
場
全
職
員

会
議
で
も
話
し
た
こ
と
で
す
が
︑
家
族
の
方
々
な
ど
に
、
村
の
情
報

を
伝
え
、
提
言
を
頂
く
。
で
き
れ
ば
「
故
郷
回
帰
」
の
た
め
の
情
報

発
信
を
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の
協
力
を
得
て

取
り
進
め
れ
ば
︑
３
８
０
０
人
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
︑
４
人
の
協
力
を

頂
け
れ
ば
１
５
２
０
０
人
の
パ
ワ
ー
に
な
る
の
で
す
︒
10
人
と
な
れ

ば
︑
３
８
０
０
０
人
の
田
野
畑
村
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
増
大
す
る
の
で

す
︒消
滅
可
能
性
都
市
の
危
機
は
︑村
を
変
え
る
機
会
で
あ
る
と
捉
え
︑

自
ら
の
手
で
︑
田
野
畑
村
の
未
来
を
選
び
直
し
ま
し
ょ
う
！

　
小
さ
な
取
り
組
み
を
重
ね
る
こ
と
で
地
域
の
大
き
な
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
︒
是
非
︑
ご
子
息
や
ご
親
戚
︑
知
人
等
を
紹
介
頂
き
︑

ま
た
︑ご
自
身
が
田
野
畑
村
の
営
業
マ
ン
に
な
っ
て
︑東
日
本
大
震
災
・

大
津
波
か
ら
の
地
域
づ
く
り
へ
の
実
質
的
参
加
に
よ
っ
て
︑
一
人
一

人
の
夢
を
実
現
し
︑
一
人
一
人
の
想
い
を
地
域
と
村
に
生
か
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

　
小
さ
な
出
来
事
︑
田
野
畑
村
物
語
は
︑
村
民
と
地
元
出
身
者
な
ど

と
の
心
の
交
流
に
よ
っ
て
︑
夢
が
花
ひ
ら
く
︑
悲
し
み
や
怒
り
を
創

造
に
か
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

石
原
弘　
の

　
　

    

村
長
コ
ラ
ム

２


